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Abstract 
The KEK injector linac provides e-/e+ beam to four independent storage rings and a positron damping ring. An accurate 

information management system of the accelerator components is very important since it is utilized for the beam tuning 

model. Especially, the incorrect magnet database may cause large deterioration in the quality of beam emittance. In KEK 

linac, a text-based database system has been used for the information management of magnet system in the long time. It 

comprises several independent text files which are master information to generate the EPICS database files and the other 

configuration files required for many linac control software. In this management scheme, it is not easy to access and 

update any information for the common user except control software expert. For this reason, a new web application-based 

magnet information management system was developed with the Angular and PHP framework. In the new system, the 

magnet information can be easily extracted and modified through any web browser for any user. In this paper, we report 

the new magnet information management system in detail. 

1. はじめに

KEK の電子陽電子入射器（以下、入射器）は、
SuperKEKB 電子、陽電子、陽電子ダンピングリング、PF、
および PF-AR の 5 つの異なるリングへ同時トップアップ
入射をおこなっている[1]。2010年 6月のKEKBプロジェ
クト終了後、SuperKEKB へ向けた入射器の改造が進め
られてきた。2017 年には入射器下流部の DC 電磁石が
パルス電磁石に置き換えられるなど、電磁石システムは
特に大幅な更新作業がおこなわれてきた[2, 3]。全長
700 m の入射器では、現在，約 600 台の電磁石が運転
に使用されているが、SuperKEKB 入射ビームのさらなる
品質向上のため、今後も段階的にDC電磁石からパルス
電磁石への置き換えが計画されている。 

電磁石システムの情報管理として、これまでは単純な

テキストファイルを用いたデータベースを使用してきた。

本データベース中にある電磁石名称、電磁石電源名称、

電磁石励磁曲線情報などは、EPICSを始めとした種々の

制御用ソフトウェアに使用されている[4]。しかしながら，

本データベースは情報更新の作業性が良いとはいいが

たく、更新時の操作ミスにも気がつきにくい。そのため、リ

レーショナルデータベースを基盤とした Web アプリケー

ションを開発し、運用を開始した。本発表では、入射器

で開発および導入した新しい電磁石情報管理用Webア

プリケーションシステムの詳細について、今後の展望と共

に報告する。 

2. 従来の電磁石情報管理システム

入射器では、電磁石を始めとして，ビーム診断装置、
タイミングシステム、高周波システムなど、種々の装置情

報をテキストベースのデータベースファイルで管理してい
る。とりわけ電磁石の正確な制御は、エミッタンスなどの
ビーム品質に直接影響を及ぼすことから、その情報管理
は特に重要であると考えられる。従来の入射器電磁石情
報管理システムでは、複数の独立したデータベースファ
イルが使用されてきた。その一覧を Table 1にまとめた。 

これらの電磁石情報は、電磁石および電磁石電源の
対応関係、コントローラの情報を始めとして、励磁曲線の
多項式係数など、種々の項目に渡っている。2017 年夏
に、SuperKEKB 運転実現に向けて、大量のパルス電磁
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Table 1: Text-based Database Files for Previous Magnet 

Information Management System 

ファイル名 管理情報 

gtbl.tbl 
DC電磁石コントローラ（PLC）情

報 

gbasetbl.tbl 
パルス電磁石コントローラ

（PC/PXI）情報 

gpvtbl.tbl 電磁石および EPICSの対応表 

mgbtbl.tbl 
DC電磁石用励磁曲線（磁場）

の多項式係数 

mgktbl.tbl 
DC電磁石用励磁曲線（k値）の

多項式係数 

mgbptbl.tbl 
パルス電磁石用励磁曲線の多

項式係数(磁場) 

mgbftbl.tbl DC電磁石用ファッジ係数 

mgbfptbl.tbｌ パルス電磁石用ファッジ係数 
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石が導入されたため、それらの機器情報管理のための
データベースファイルも追加された。これまで、KEK入射
器制御システムで使用するデータベースファイルの更新
作業は、機器担当者が提出した情報を基に制御担当者
がおこなってきた。そのため，情報の更新に誤りが生じる
可能性があるとともに、制御担当者以外の一般ユーザー
が簡便にデータを閲覧することができない、という問題が
あった。これらの理由から、複数のファイルで管理されて
いた電磁石関連情報を一つにまとめ、全てのユーザー
が簡単な操作で情報の閲覧、更新をおこなうためのWeb

アプリケーションを新たに開発し、運用を開始した。 

3. 電磁石情報管理用 Webアプリケーション 

3.1 システム概要 

新しい電磁石情報管理システムは、全てのユーザー
がアクセスしやすい様に、Web アプリケーションとして実
装している。Web アプリケーションであるため、ユーザー
側の端末に制限が少なく、幅広い環境からアクセスが可
能である。 

Figure 1に本システムの構成図を示す。ユーザーが直
接操作するフロントエンド部は、Web ブラウザ上で動作し、
近年広く利用されているAngularで構築した[5]。Angular

は、Google で開発された Web アプリケーションフレーム
ワークである。入射器では、当該フレームワークを運転ロ
グシステムおよびアーカイバ情報表示システムにも利用
している。 

WebサーバにはCentOS上で動作させたApacheを使
用している。バックエンドにあたるデータベースサーバに
は、CentOS 上で PostgreSQL を動作させ運用している。
Web サーバとフロントエンド、バックエンド間の通信は、
サーバーサイド Web アプリケーション構築に広く利用さ
れ、データベースへの容易なアクセスが可能であるプロ
グラミング言語 PHPを用いて実装した。 

3.2 実装機能詳細 

本システムへのアクセスは、ユーザー名、パスワードに
より制限されており、ユーザーごとに閲覧のみ可能、ある
いは閲覧編集共に可能か、などの属性を設定可能とし

ている。ユーザー管理には、入射器で既に運用をおこ
なっている LDAPを用いた。Figure 2に示したログイン画
面からユーザー認証をおこなった後、本システムの操作
画面が表示される。ユーザー認証後、最初に表示される
メインページのスクリーンショットを Fig. 3に示す。 

本システムでは，電磁石ごとに対応する電磁石電源、
励磁曲線の近似多項式係数など約 100 種類のデータを
管理することが可能である。Web ブラウザ上に表示する
項目は、ユーザー側で自由に取捨選択が可能である。
また、これらの情報は、Web ブラウザ上で直接編集、追
加、削除などの操作が可能である。Figure 4 に、データ
編集画面のスクリーンショットを示す。 

データベースシステムの運用開始時には、多数の
データを新規に追加する必要がある。そのような作業を、
Web ブラウザ上で一つずつおこなうことは現実的ではな
い。そこで，本システムでは、事前に csv ファイル形式で
準備した情報をインポートすることにより、大量のデータ
を一括登録する機能を備えた。また、それとは逆に、本
システムに登録された情報は、csv ファイル形式としてエ
クスポートすることも可能である。 

現在、入射器では、591台の電磁石情報が本システム
のデータベースに登録されている。登録されている電磁

 

Figure 2: Login page screenshot of magnet information 

management system. 

 

Figure 3: Main page screenshot of magnet information 

management system. 

 

Figure 1: Diagram of web application for a new magnet 

information management system in the KEK e-/e+ injector 

linac control system. 
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石の種類は、DC ステアリング電磁石、DC 偏向電磁石、
DC四極電磁石、DC六極電磁石、パルスステアリング電
磁石、パルス四極電磁石である。ユーザーの目的によっ
ては、特定の種類の電磁石情報のみ閲覧したい場合や、

特定の箇所に設置されている電磁石情報のみ閲覧した
い場合が考えられる。そのような目的のため、本システム
では、複数のキーワードを任意に組み合わせたフィルタ
リングによるデータ抽出をおこなうことを可能とした。
Figure 5 に、フィルタ条件設定画面のスクリーンショットを
示す。 

本 Web アプリケーションのような情報管理システムに
おいては、ソフトウェアを構築して運用を開始すること以
上に、持続的に情報鮮度を保つことが重要である。とり
わけ、本システムが管理している電磁石情報は、その正
確さが加速器の光学系設定精度ひいてはビーム性能に
直接影響を及ぼすため、情報の品質管理には最新の注
意を払う必要がある。そのため，情報更新履歴を簡便に
把握するための機能も備えることとした。Figure 6 に、情
報更新履歴ページのスクリーンショットを示す。従来のシ
ステムではテキストベースのデータベースファイルを使用
しており、更新履歴はファイルのヘッダ部に記述してい
た。しかしながら、手動で更新するため、記載間違いや
記入漏れのおそれがあった。本システムでは更新履歴
自体が自動的に更新されるため、履歴情報の正確さと作
業者の負荷軽減が実現できた。 

4. まとめと今後の課題 

KEK 入射器では、電磁石情報を管理するために、
Web アプリケーションを基盤とした新しいシステムを開発
し、運用を開始した。従来の情報管理システムでは、複
数のテキストベースデータベースファイルを用いて、
EPICS のデータベースファイル生成や、種々のアプリ
ケーションプログラムが使用するための情報を生成して
いた。新システムの導入により、前システムで問題となっ
ていた、情報が一元管理されていない、およびエキス
パート以外のユーザーが情報の更新や閲覧することが
簡便ではないなどの問題点が解消された。将来的には、
当該フレームワークを電磁石情報の管理のみならず、
ビーム診断機器、RF 機器などの情報管理にも拡張し、
KEK入射器の全ての情報の一元管理をおこなうことを目
指す。 
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Figure 4: Edit page screenshot of magnet information 

management system. 

 

Figure 5: Filter settings page screenshot of magnet 

information management system. 

 

Figure 6: Changelog page screenshot of magnet 

information management system. 
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